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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 2,497 △1.5 42 ― 48 △6.0 36 △26.3

2021年3月期第1四半期 2,534 △2.1 △20 ― 51 ― 48 283.5

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　34百万円 （△37.2％） 2021年3月期第1四半期　　54百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 7.02 ―

2021年3月期第1四半期 9.52 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 19,130 10,669 55.8

2021年3月期 19,587 10,763 55.0

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 10,669百万円 2021年3月期 10,763百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,800 14.2 150 ― 150 111.7 90 6.3 17.54

通期 13,000 9.2 750 50.9 750 27.3 480 10.2 93.54

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．7　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 5,135,150 株 2021年3月期 5,135,150 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 3,692 株 2021年3月期 3,632 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 5,131,488 株 2021年3月期1Q 5,131,608 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　2021年４月23日発表の通期連結業績予想を修正しておりません。上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、その達成を当社とし
て約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における国内経済は、企業収益や業況感が全体として改善しております。

　当社の素形材部門では、製鉄所高炉改修で使用される部材・特殊鋼向け鋳型や工作機械向け鋳鉄品の需要が回復

していることに加え、半導体製造装置向け鋳鋼品も堅調で売上は計画通りとなりました。一方で、超大型鉱山機械

向け鋳鋼品はまだ回復基調にありません。

　エンジニアリング部門では、高速道路等の補修工事で使用する橋梁部品等の需要が安定しております。しかし、

一般建築向けの柱脚は、五輪需要後の端境期が長期化しています。

　売上総利益は、足元原材料費が高騰しているものの、生産性改善と外注加工の内製化、資材費削減等の合理化推

進により限界利益率が上昇し341百万円（前年同期比24.1％増）となりました。

　以上の結果、経常利益は、48百万円（前年同期比6.0％減）の黒字となり、親会社株主に帰属する四半期純利益

は36百万円（前年同期比26.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　総資産は、受取手形及び売掛金の回収が進み、前連結会計年度末に比べ減少し19,130百万円となりました。

　負債は短期借入金および長期借入金が減少し8,460百万円となりました。

　純資産は親会社株主に帰属する四半期純利益による増加と配当金の支払により10,669百万円となり、自己資本比

率は55.77％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の業績予想につきましては、2021年4月23日に公表いたしました業績予想に変更ございません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 489 527

受取手形及び売掛金 3,978 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,359

電子記録債権 780 813

製品及び仕掛品 1,736 1,920

原材料及び貯蔵品 622 627

その他 56 44

貸倒引当金 △3 △1

流動資産合計 7,660 7,291

固定資産

有形固定資産

土地 7,184 7,184

その他（純額） 3,730 3,640

有形固定資産合計 10,914 10,824

無形固定資産 93 96

投資その他の資産

その他 919 917

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 919 917

固定資産合計 11,927 11,838

資産合計 19,587 19,130

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 808 831

電子記録債務 1,044 1,120

短期借入金 1,790 1,565

未払法人税等 131 23

賞与引当金 179 88

役員賞与引当金 5 －

その他 646 702

流動負債合計 4,605 4,331

固定負債

長期借入金 440 355

再評価に係る繰延税金負債 2,141 2,141

役員退職慰労引当金 40 34

PCB処理引当金 209 209

退職給付に係る負債 1,352 1,353

その他 36 36

固定負債合計 4,218 4,129

負債合計 8,824 8,460

純資産の部

株主資本

資本金 2,627 2,627

資本剰余金 524 524

利益剰余金 2,789 2,696

自己株式 △4 △4

株主資本合計 5,937 5,844

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57 56

土地再評価差額金 4,768 4,768

その他の包括利益累計額合計 4,826 4,824

純資産合計 10,763 10,669

負債純資産合計 19,587 19,130
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 2,534 2,497

売上原価 2,259 2,156

売上総利益 275 341

販売費及び一般管理費 295 298

営業利益又は営業損失（△） △20 42

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1 3

投資有価証券売却益 0 2

PCB処理引当金戻入額 69 －

その他 2 1

営業外収益合計 74 7

営業外費用

支払利息 2 2

為替差損 0 －

その他 0 0

営業外費用合計 2 2

経常利益 51 48

特別損失

固定資産除売却損 6 1

特別損失合計 6 1

税金等調整前四半期純利益 44 46

法人税、住民税及び事業税 17 18

法人税等調整額 △21 △7

法人税等合計 △4 10

四半期純利益 48 36

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 48 36

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純利益 48 36

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 △1

その他の包括利益合計 5 △1

四半期包括利益 54 34

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54 34

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　なお、「収益認識に関する会計の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内販売におい

て、出荷時から顧客への製品移転時までの期間が通常の期間である場合は、出荷時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示する

ことといたしました。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、その他有価証券のうち時

価のある株式については、従来、期末決算日前１ヶ月の市場価格等の平均に基づく時価法を採用しておりました

が、当第１四半期連結会計期間より、期末決算日の市場価格等に基づく時価法に変更しております。これによる影

響は軽微です。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は限定的で大きな影響は生じていませ

ん。翌連結会計年度についても状況に大幅な変更はないと仮定し、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積り

を実施して会計処理に反映しております。
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品種別
当第１四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

前年同四半期比
（％）

素形材 1,582 1.4

エンジニアリング 674 △23.6

その他 94 103.1

合計 2,351 △5.6

品種別

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年６月30日）
受注高

前年同
四半期比
（％）

当第１四半期連結会計期間末
（2021年６月30日）

受注残高

前年同
四半期比
（％）

素形材 1,586 △22.2 3,126 3.8

エンジニアリング 1,126 △32.1 2,405 △8.1

その他 124 48.9 50 △10.1

合計 2,837 △25.0 5,583 △1.8

品種別
当第１四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

前年同四半期比
（％）

素形材 1,537 2.9

エンジニアリング 853 △10.3

その他 106 19.3

合計 2,497 △1.5

３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

①　品種別製品生産実績　　　　　　　　　　　　　                  （百万円）

　　（注）１　金額は製造原価によっております。

　２　上記金額には消費税等は含んでおりません。

②　品種別製品受注状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

　　（注）１　金額は販売価格によっております。

　２　上記金額には消費税等は含んでおりません。

③　品種別販売実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

　　（注）上記金額には消費税等は含んでおりません。
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